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研究概要

リー群の無重複表現の統一的扱いをその目的と

して、小林俊行氏は「複素多様体への可視的な

作用の理論」を導入した。この理論によって、有

限次元でも無限次元でも、さらには離散分解し

ても連続スペクトラムを含んでも、無重複表現

を一つの枠組みで捉えることができる。

可視的作用を動機付けとして、小林氏は symmet-

ricでないような部分群によるリー群の分解の系

統的な扱いを初めて行った。symmetricな部分群

によるカルタン分解については、É. Cartanに始

まる豊富な研究がある。簡約リー群Gとその部分

群の組 (L,H)に対し、(G,L), (G,H)が共にコン

パクト対称対である場合の分解G = LAH につ

いては B. Hoogenboom氏と松木敏彦氏による、

(G,L)が非コンパクトリーマン対称対で (G,H)

が一般の対称対である場合の分解 G = LAH に

ついてはM. Flensted-Jensen氏による、そして

(G,L), (G,H)が共に一般の対称対である場合の

両側剰余類 L\G/H は松木氏による研究がそれ

ぞれなされている。小林氏は先述のように sym-

metricでないような組を扱い、特にユニタリ群

G = U(n)に対して、一般化カルタン分解 G =

LBH を許容するレビ部分群の組 (L,H)の完全

な分類を与えた。ただし、BはGのChevalley–

Weyl対合 σによる固定化部分群Gσの部分集合

である。この (G,L,H, σ)の設定において、分解

G = LBH は 3 つの強可視的作用 L ↷ G/H,

H ↷ G/L, diag(G) ↷ (G×G)/(L×H)を導き

（強可視性の三位一体）、さらに 3つの無重複定

理 IndGHχH |L, IndGLχL|H , IndGLχL⊗IndGHχH を

もたらす（χL, χH はそれぞれ L,H のユニタリ

指標）。

小林氏がユニタリ群に対する分類を与える際に

導入した編み上げの手法と不変式論の議論、及

び J. Stembridge氏による有限次元無重複テン

ソル積表現の分類結果を用いて、私は A型以外

の全ての単純コンパクトリー群に対して、一般

化カルタン分解を許容するレビ部分群の組の分

類を与え、B, C, D, 例外型についてそれぞれ論

文 2, 3, 4, 5にまとめた。

また、本年度は無重複表現の「種」の分類に関

する研究も行った。以下で、このことについて

述べる。

冒頭にあるように、リー群の可視的作用は無重

複表現をもたらすが、それは小林氏によって証

明された「無重複性の伝播定理」によってなさ

れる。定理の内容を簡単に述べると、

“リー群の（同変ベクトル束の底空間への）作用

が可視的であるという複素幾何学的条件が満た

されることにより、「小さな」表現（ファイバー）

の無重複性が「大きな」表現（大域切断の空間）

のそれへと伝播する”、

というものである。この無重複性の伝播定理を

踏まえて、可視的な作用の理論の特筆すべき点

を 2点程挙げる。

特筆すべき点 1. 一般的な設定の下で適用可能

である。即ち、

•リー群はコンパクトでも簡約型でもなくてよ
く、単にリー群でよい。

•表現に対し、有限次元性や離散分解可能等の仮
定は不要である。

•（リー群が作用する）複素多様体はコンパクト
でも非コンパクトでもよい。

これらは、可視的な作用の理論を用いることに

より様々な無重複表現の統一的扱いが可能とな

ることを示唆している。このことに加えてさら

に、次のような良い点が挙げられる。

特筆すべき点 2. リー群の大きな（複雑な）表現

の無重複性を，

•複素多様体への可視的作用の存在及び，
•より小さな（単純な）表現の無重複性
の 2つへと帰着させることが，無重複性の伝播

定理を用いることで可能となる。

無重複表現を生み出す元となるもの、という意

味を込めて、このような小さな無重複表現を（無

重複表現の）「種」と呼ぶことにする。この用語

は小林氏によって導入されたものである。

特に 2つ目の点に注目すると、次のような問題

が浮かぶ。

問題：与えられたリー群の無重複表現に対し、

それを幾何学的に実現するような可視的作用と

「種」との組を見つけよ。

この問題において、リー群をユニタリ群、表現

を無重複テンソル積表現とした場合は、小林氏

によって既に解決されている。

私は本年度、直交群の無重複テンソル積表現を

幾何学的に実現するような可視的作用と「種」と

の組を見つけた（論文は準備中）。
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